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ゼ (ALP) 活性、 OC 産生 (RLA) 、 I 型コラーゲン、およびペリオスチン (RT-PCR) 発現、そしてコネキシン43
発現 (western) により検討した。また、同時にそれらの指標を骨芽細胞、および同時に得た他のクローン株、 ML


























in vitro において旺盛に増殖し、骨細胞としての生化学的及び、生物学的特性を有する細胞株 MLO-Y4を樹立し
た。 MLO-Y4株は骨細胞の機能を解析していく上で極めて有用性の高い細胞であり、今後、骨の生理、代謝研究の
発展に大きく貢献し得る実験モデルを提供すると考えられる。
論文審査の結果の要旨
本研究は、オステオカルシンプロモーターによってコントロールされる SV-40T 抗原を強く発現するトランスジェ
ニックマウスより、世界に先駆けて骨細胞株を樹立し、その分子細胞生物学的特性を明らかにしたものである。本研
究の成果は骨の生理、代謝研究の発展、並びに骨代謝性疾患の病態解明に大きく貢献するものであり、よって本論文
は博士(学術)に値するものと認める。
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